
1

第１０期中野区健康福祉審議会 介護・高齢部会（第２回）

開催日 令和５年６月５日（月）午後７：００～午後９：００

開催場所 中野区役所 ７階 第８会議室

出席者

１．介護・高齢部会委員

出席者 石山 麗子、菊池 和美、西村 正美、宮原 和道、丸本 昌平、

戸邉 眞、海老澤 勇造、高橋 和雄、築田 晴

２．事務局

地域支えあい推進部 介護・高齢者支援課長 古本 正士

健康福祉部 福祉推進課長 中谷 博

地域支えあい推進部 地域包括ケア推進課長 河村 陽子

【議 事】

○石山部会長

皆様、こんばんは。１９時になりましたので始めてまいりたいと思います。

第１０期中野区健康福祉審議会第２回介護・高齢部会を開催いたします。

本日は大変お忙しい中お集まりいただきまして、誠にありがとうございます。大分汗

ばむような季節になってまいりましたね。本当に遅い時間からお集まりいただきまして

ありがとうございます。

それでは、お手元の次第に沿って進めてまいりたいと思います。

では、本日の資料の確認、ご欠席の方の連絡について、事務局よりお願いいたします。

○古本介護・高齢者支援課長

本日はお集まりいただきましてありがとうございます。私、介護・高齢者支援課長の

古本からご案内をさせていただきます。本日の会議ですが、委員の半数の出席が得られ

ておりますので、会議は成立をしております。なお、丸本委員につきましては、１５分

ほど遅れるとの連絡をいただいております。

本日の資料の確認をさせていただきたいと思います。まず、事前にご郵送させていた

だきました資料につきましては、資料一覧のとおりでございますのでご確認をお願いい

たします。ご郵送しました資料以外で、本日それぞれご持参いただくようにお願いをし

ておりました冊子が３種類ありまして、１つは、「中野区地域福祉計画 中野区成年後見

制度利用促進計画 中野区スポーツ・健康づくり推進計画」という冊子が１冊、さらに、

「中野区高齢者保健福祉計画・第８期介護保険事業計画」が２冊目、最後の３冊目が「介

護保険の運営状況（令和３年度）」でございます。資料のほうはよろしいでしょうか。不

足している方はお申し出をいただきたいと思います。よろしくお願いします。

○石山部会長

ありがとうございました。それでは、早速議事を進めてまいりたいと思います。

それでは、議題の１つ目「令和４年度健康福祉に関する意識調査の実施結果」につい

て、事務局からご説明をお願いいたします。
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○中谷福祉推進課長

中野区の福祉推進課長の中谷です。よろしくお願いいたします。私からは、令和４年

度『健康福祉に関する意識調査』の実施結果についてご説明いたします。

まず、目的ですが、この調査は健康福祉施策などについて区民の実態とニーズを把握

して、今後の事業の見直しや改善、目標の達成度を測る指標として活用するとともに、

地域福祉計画などの検討に資することを目的として実施をしたものでございます。

調査の概要ですが、１８歳以上の区民の方を調査の対象として、３，０００人の標本

数としまして３２．７％の回収率で、有効回収数は９８０人となりました。調査の期間

ですが、昨年の９月２０日から１０月１１日の間に実施をしたのですが、比較的コロナ

の感染状況は落ち着いていた頃だとは思いますし、また、発生届の対象が見直しされた

時期ではあるものの、７月８月の感染拡大の影響というか印象がまだ残っていた頃で、

今と比較するとまだコロナ禍の中にあるような社会状況だったかと受け止めています。

調査方法ですが、郵送とインターネットを併用して回収いたしました。令和２年５月、

前回の調査結果と比較をすると、変化が大きかった項目を４つピックアップしています。

いずれも少しネガティブな残念な結果ではあるのですが、１つ目の見守り・支えあい活

動については「活動していないし、これからも活動したいと思わない」の方が全体で３

８．８％と高くて、前回の調査時よりも１９．１ポイント増加をしていました。特に２

０歳代では４４．５％、３０歳代で４９．４％と、前回調査時よりそれぞれ２２ポイン

ト以上増加している状況です。２つ目の項目の「地域での住民同士での交流の場」につ

きましては、「ない」または「どちらかといえばない」という方が、４０歳代で８２．２％

と前回の調査時よりも１５．４ポイントも増加をしておりました。３つ目、高齢者会館

の利用につきましては「あまり利用していない」または「全く利用したことがない」と

いう方が７０歳代で９２％と、前回の調査よりも１１．２ポイント増加をしておりまし

た。そのうち利用していない理由は「行く必要を感じないから」が、６０．９％と最多

で、前回よりも１２．２ポイント増加をしています。最後に、健康状態につきましては

「健康でない」または「どちらかといえば健康でない」が８０歳代で３３．３％と、前

回調査時より１０．３ポイントも増加をしています。

それから、黄土色の冊子「令和４年度健康福祉に関する意識調査報告書」のほうをご

覧いただきたいと思います。介護・高齢部会に関係のありそうなところを幾つかピック

アップしながらご紹介したいと思います。

最初が４４ページをご覧いただければと思います。

先ほども少し出てきた高齢者会館の利用状況です。高齢者会館を利用している方は全

体の約１割となっており、「よく利用している」が５．２％、「ときどき利用している」

が４．２％と非常に低い数値となっています。「全く利用したことがない」方は８１．４％

もいらっしゃるという状況です。

１枚おめくりいただいて４６ページをご覧いただきますと、高齢者会館を利用してい

ない理由ですけれども、一番高いのは「行く必要を感じないから」が５９．７％なので

すが、一方で「知らなかったから」という方が２１．８％、「参加したい催しや活動がな

いから」が１７．４％いらっしゃって、周知を工夫したり、もしくは、イベントの内容

を見直すことで改善が図れる余地があるかと見ています。

また、１枚おめくりいただき、４８、４９ページをご覧いただけますでしょうか。

現在の健康状態をどのように感じているかという設問ですけれども、右側の４９ペー

ジの表が年齢別の経年比較になっているのですが、バツが５０代で、ひし形の白いのが

６０代、この２つの世代は前回２年前と比べると若干ですけれども改善傾向があって、

ほかの世代は悪くなっているような状況です。特に、原因分析は出ておりませんが、黒

い三角の４０代と、一番下の白い三角の８０代以上は右肩下がりというか、急に落ちて
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いて、特徴的な世代間の違いが出ているかなというところです。

それから、少し間が空いて１０１ページをご覧ください。

「医療・介護サービスや地域の見守り等の環境が整っている」という割合が６割とい

うことで、「整っていると思う」のが１０．４％、「ほぼ整っていると思う」が４９．１％

で合わせて５９．５％です。

１枚おめくりいただいて、１０２ページを見ていただくと、経年比較を見ると改善し

てきていまして、２年前と比べるとかなりよくなっている。「整っていると思う」と「ほ

ぼ整っていると思う」が、着実に増えてきている状況が見受けられるかなと思います。

それから、右側の次のページで「脳卒中の後遺症やがん等で長期の療養が必要となっ

た場合、あなたはどういった生活をお考えですか」という問いに対して、「可能な限り自

宅や実家で過ごしたい」という方が３６．４％、「医療機関や施設に入院・入所したい」

という方が３８．４％という状況でした。

１枚おめくりいただいて、右側の１０５ページをご覧いただきたいのですけれども、

右上のほうですね、日常的に家族を介護している方は、比較的というか、「可能な限り自

宅や実家で過ごしたい」と思う方がちょうど５０％と多いですけれども、日常的に家族

を介護していない方は３５．６％とちょっと少なくなっている。一方で、「医療機関や施

設に入院・入所したい」という方は、日常的に家族を介護しているかいないかにかかわ

らず、３７．０％、３８．９％で、若干これは日常的に家族を介護していないほうが多

いですけれども、顕著な差はないようにも見えました。

１枚おめくりいただいて、右側の１０７ページをご覧いただきたいのですけれども、

「長期療養の際に入院・入所したい理由」なのですけれども、「家族に負担をかけるから」

が７割台前半。もう１つ、「医療機関や施設のほうが安心だから」という方が６４．４％

となっておりました。

あと、少し空いて１３１ページをお開きください。

「介護保険制度の利用の仕方について知っている」という方が約３割という低い水準

になっているかなと。特に世代間の差がすごく大きくて、下のほうを見ていただくと、

世代別になっているのですけれども、２０代以下から５０代までの方、右端を見てもら

えると、知らないという方が大体８割前後という状況。かなり知らない。６０代、７０

代、８０代になると半分、４割から５割ぐらいの方が知っているという状況になってい

ますので、大分周知といいますか啓発などをしていかなければいけないかなと受け止め

ています。

１枚おめくりいただいて、１３３ページです。

「認知症について基本的な対応方法を知っている」という方が２割台後半ということ

で、まだまだこちらのほうも周知をしていかないといけないかなと受け止めています。

また、下に行って１４２ページをご覧ください。「その他」の自由意見の部分なのですけ

れども、下のほうに高齢福祉・介護・介護保険についての記載がございます。その中の

最初の中ポツですね。「区で対応できる高齢者向け制度は、随時広報等で知らせて欲しい」

というご意見がありました。その２つ下のところだと「知らない制度が多く、それらに

ついても関心を持つべきと感じた」とあります。その下、認知症サポーター養成講座に

参加をされた方ですが、こういった企画のおかげで少し楽になったと、「高齢者介護につ

いての講座もお願いしたい」というご意見です。その２つ下、最後になりますが、「一人

暮らしの高齢者住宅を増やし、自立支援に対して優しい行政を期待してます」というご

意見がありました。

駆け足になりましたけれども、特に介護・高齢部会で関係のありそうなところをいく

つかピックアップしてご説明させていただきました。ぜひ、来年から計画期間が３年な

いし５年の計画をこれから策定していくことになりますが、その間に何をすべきか、施
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策を盛り込むべきかといった観点から、現状の課題など皆さん日頃感じていることなど

ご審議いただけたらと思いますので、よろしくお願いいたします。

○石山部会長

ご説明ありがとうございました。ただいま資料１、それから令和４年度「健康福祉に

関する意識調査」の報告書からピックアップしてご説明をいただきました。ただいまの

ご説明を受けて、ご意見ご質問等いただいてまいりたいと思いますが、いかがでしょう

か。

○宮原委員

５番の「調査結果」の中で、変化が大きかった項目の中で、高齢者会館の利用ですが、

高齢者会館は６０歳以上でしたよね。６０歳の方が高齢者と言われて利用したいかなと

いうところと、高齢者の方たちも若い方たちと一緒に接する機会があったほうがいいの

かなと思うので、共生型とか多世代とかというので、高齢者だけの集まりというところ

に行きたがるかなというところも、またちょっと考えてもらえたらなと思って、高齢者

会館が多世代の交流の場になるといいかなと思いました。あと、介護保険の利用の仕方

が分からないというところで、これは我々ケアマネジャーが、子どもたちがケアマネに

なりたいなと思えないところの１つかなと思って、存在を知らないのではないかなと思

うので、ここは認知症も含めてケアマネジャーの普及啓発も必要かなとも思いました。

事例としては、上鷺宮エリアのほうで女子高生が夜間徘徊している高齢者を保護して

くれたことがあって、それを中野区主任ケアマネ連絡会のほうで感謝状という形でお渡

しさせてもらいました。それでケアマネジャーという名前を知ってもらうというところ

と、介護に対して将来検討してみたいなと思うにはどうしたらいいですかと聞いたとこ

ろ、子どもたち、そのときに高校生とお兄ちゃんの大学生にも聞いたのですけど、やは

り関わることとかそういう機会が全くないので、体験する場があれば、将来介護という

ことが考えられるなんていうことも聞いていたので、ケアマネとか介護保険というもの

を身近に感じてもらうためには普及啓発をしたいなと感じました。

○石山部会長

ありがとうございました。２点いただいております。高齢者会館についてのネーミン

グと、それから活動の対象となる範囲ですね。もちろん高齢者を中心としなければなら

ないというところではあると思いますが、そういった方々だけではなく、もっと共生と

か多様性とかいうところを考えていく時代ではないかなというご提案であったと思いま

す。それから、介護保険に関する周知の度合いということで、介護支援専門員の立場か

らこれからの表明をしていただいたというところでございます。ありがとうございます。

ほか、いかがでしょうか。

○高橋委員

高齢者会館が私のうちのそばにあります。私自身はあまり利用していないのですが、

利用している人は利用しているのですね、ヨガの会とか囲碁の会とか。しかし、利用し

ていない人は全然利用していないということ、それから地域での住民同士の交流の場が

あまりないというのと似ていることだと思います。高齢者会館などで交流すればいいわ

けだから。行く必要を感じないという人が多いということですが、もっと利用してもら

いたいという気がします。高齢者会館というのは利用者は何歳以上と決まっているので

すか。
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○古本介護・高齢者支援課長

おおむね６０歳以上です。

○高橋委員

昔はたしか「老人会館」と言っていたのですね。「老人会館」よりは「高齢者会館」

のほうがいいと思うのだけど、もう少しみんなが集まりやすいような、楽しくなるよう

な名前にしたほうがいいのではないかと思います。６０歳以上でなければ駄目だよみた

いなことではなくて、別に５０代でもいいではないですか。要は住民同士の交流の場と

いう意味で、これをもう少し活用してほしいなと思います。利用している人は利用して

いて喜んでいるのだけど、関心がない人はまるで関心がないという両極端なんですよね。

それから、建物、器ではなくて、活動の中心になって活動する人、それも区役所の人と

か管理者ではなくて小さいグループのリーダーになってくれるような人の養成というか、

啓発というか、そういうのがもう少し広がるといいなと思います。以上です。

○石山部会長

ありがとうございました。同じく高齢者会館についてのご意見でございましたけれど

も、「おおむね」というのはきっちり６０歳でなくても行けるということですか。

○古本介護・高齢者支援課長

６０歳以下は絶対利用できないというわけではございませんが、活動の中で利用する

方や支援する方も支援される方もいらっしゃいますので、絶対６０歳以上でなければな

らないというわけではございません。

○石山部会長

分かりました。ありがとうございます。特定の方々がご利用になっていて、そうでは

ない方々が多いというところが課題であろうかと思いますけれども、例えば資料の４６

ページをご覧いただくと、「行く必要を感じないから」というのは、本当に感じない人と、

「参加したい催しや活動がないから」というのが一定数比率としてあるのですが、ここ

は関連があると思いますので、やはりここを工夫していく。それから、知らなかったと

いう方を少なくしていく。しかし、高齢者会館というネーミングだと、やはり高齢者の

方が行くのだろうなというイメージになると思いますので、そのあたりの工夫が今後検

討できる範囲でやっていただけるとよろしいかなと思います。

○高橋委員

今の６０代の人は、自分が高齢者だとは思ってないですよ。

○石山部会長

ありがとうございます。

○菊池委員

なにせ新参者なのでご容赦ください。そもそも高齢者会館は何カ所あるのでしょうか。

○古本介護・高齢者支援課長

１６カ所あります。
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○菊池委員

１６カ所。目的というのは高齢者支援が目的ということなのですか。

○古本介護・高齢者支援課長

高齢者が地域で交流をされたりとか、活動の場として使っていただいています。

○菊池委員

アンケートの質問項目、１３番の項目で「高齢者会館を利用したことがありますか」

というのは、このアンケート用紙は特にそういう説明なくこういうふうに尋ねていらっ

しゃるということですか。目的が書かれていないと、本当に目的が分かって回答されて

いるかどうかが若干疑問に思ったのですが、そのあたりはいかがでしょうか。設問の要

旨が分からなかったので教えてください。

○古本介護・高齢者支援課長

確かに質問する際には、高齢者会館はこういうものですが利用したことありますか、

という質問の仕方ではなく、高齢者会館を利用しているかいないかという質問で、多く

の方が利用したことがないとの回答でした。

○菊池委員

せっかくだからこういうアンケートをされるときに、知らない方の広報兼ねてなさる

と、せっかくお金かけてやられるアンケートだと思いますので、先ほどのケアマネジャ

ーもそうですけど、こういう施設でありますがお使いになったことありますかとされる

と、すごくもう１つ違う意味が加わるかなと思ってお伺いしました。ありがとうござい

ます。

○石山部会長

ありがとうございました。アンケート調査自体が調査の中身を知るというだけではな

くて、普及啓発の効果もありますので、そのような形を狙った調査票を作成してはどう

かというご意見でございました。ありがとうございます。

ほか、いかがでしょうか、よろしいですか。

○海老澤委員

最後のほうで課長がおっしゃっていた自由意見のところで、やはり介護保険の認知度

というか、平成１０年に始まっているのですけれども。私自身も母が介護保険を利用し

た段階で、老健も特養の区別も全くつかない状態で、一般の方はなかなかこういうとこ

ろの区別というか利用方法も含めて分かってないのではないかなと思うので、その辺を

もうちょっと分かりやすくしていただければいいかなと思います。以上です。

○石山部会長

ありがとうございます。確実にアクセスできるということがあるといいと思います。

細かいところはお分かりにならなくても、困ったらまず地域包括、ケアマネとかですね。

窓口を教えていただけるようになるとよろしいかと思います。ありがとうございます。

全体を通じていかがでしょうか。
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○菊池委員

先ほどの個人意見のところで１４２ページですけれども、幾つかピックアップしてご

報告をいただいたのですが、私が気になったところで４行目、「完全に１人だとしたら生

活の上で友人が見つけられるか心配です」というのがあります。友達、近所付き合いの

項目が、先ほどお触れにならなかったところですが、２３ページ、設問２に、「あなたの

ご近所とのつきあいはどのようなものですか」というところを拝見しますと、７０代で

は比較的高いですけれども、全体で見ると友達付き合いが本当に希薄な地域なのかなと

拝見しまして、高齢の方にも多世代を含めた交流はほんとに大切だなと感じました。質

問というか個人的な意見です。

○石山部会長

ありがとうございました。では、築田委員、お願いいたします。

○築田委員

地域包括の立場から、今までのお話で感じていることをお話しますと、高齢者の集ま

りとか、高齢の方にいろいろご説明する機会は多いのですけれども、中野区は高齢化率

が２０％ということで、まだまだ若い方もたくさんいらっしゃるところで、普及啓発の

部分でなかなか機会がないのですよね。私も他区にいたときに意外とオーソドックスな

講座の需要があるというか、高齢者になる前に知っておこうみたいな講座で、介護保険

のこととか中野区のサービスとか、結構すごくオーソドックスな講座は意外とないので

すよね。まだこれからという世代に割とウケたりすることがあったので、機会があった

ら、私たちの地域でもやってみたいなと思いました。

あと、認知症サポーター養成講座、あれは本当に１つのツールだと思うのですけれど

も、企業とか、そうしたところに私たち依頼があればどんどん出ていくのですけど、な

かなかそういうところに直接企業とか学校とかにアプローチすることは、包括からとい

うのはなかなか難しいので、行政のほうでそういうところへのアプローチなどをしてい

ただくと、また普及啓発できる層が広がるのかなと感じています。

○石山部会長

ありがとうございます。介護保険をお使いになる前の段階で、普及啓発できる企業と

つながるというところのサポートもいただきたいということですね。

○宮原委員

部会長、副部会長にお伺いしたいのですが、５番の「調査結果」の中で、見守り・支

えあい活動について、「活動していないし、これからも活動したいと思わない」が、２０

代で４４．５％、３０代で４９．４％、若い大学生と接しているお二人からして、これ

はどう思われますか。

○菊池委員

確かに低いかと思います。ただ、先ほど認知症のサポーター講習ではないですけれど

も、毎年そういったものでいろいろな説明をしていくと、反応が突然上がって、定期的

にそういう学ぶ機会を提供することが大変重要だなと思っています。学生に聞くと、高

齢者のイメージというと、ものすごいエイジズムですので、現実に働いている教員が何

歳だと言うと驚くという感じですので、接していないがためのネガティブイメージとい

うのもあるかなというのはすごく感じます。接する機会があれば当然身近な人も含めて

関わりたいと思う人もいますし、やはりいろいろな機会は大事だなと思います。ちなみ
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に認知症のサポーター講習というのは、各大学、区内は全部受けていらっしゃるのでし

ょうか。ご存じですか。

○河村地域包括ケア推進課長

地域包括ケア推進課の河村でございます。全ての大学様のほうにということでは、ち

ょっと把握できていないのですけれども、昨年度に関しては、帝京平成大学のほうでご

参加いただいております。

○菊池委員

小中学校もなさっていらっしゃいますよね。

○河村地域包括ケア推進課長

そうですね。アプローチはさせていただいています。

○菊池委員

意外とドーナツ現象かもしれないですね。１０代では受けていらして、その子たちが

上ってきて、もう一度改めて社会人になる前に教育を受けたりというチャンスがあると

いいのかもしれないです。

○石山部会長

ありがとうございます。あとは大学も保健や福祉に関しては比較的考える機会が多い

と思うのですけれども、そうではない学部の方々は接する機会が少ないかもしれません

ので、ある程度そちらの方にもアプローチしていくということもあるかと思います。よ

ろしいでしょうか。

宮原委員、いかがですか。ここの件については。

○宮原委員

見守り・支えあい活動というのが若い子たちに響くのかなと、この単語自体。高齢者

会館と同じですけれども、この単語自体がどうなのかなと思って、大学生たちとか中高

生にネーミングを考えてもらったら、また違うのが出てくるのかなと。

○石山部会長

そうですね。ありがとうございました。若い方のお知恵をいただいていくというのも

１つかと思います。

○中谷福祉推進課長

１点補足ですが、冊子のほうの３６ページをご覧いただきたいのですけれども、確か

に若い方「活動していないし、これからも活動したいと思わない」が２０代以下だと４

４．５％と大きいですが、今よりコロナ禍の中で、実際ここ数年、学生がそういった活

動ができなかったというのも背景にあるのかなと思います。一方で、「活動していないが

これから活動してみたい」というポジティブな回答が２０代以下でも４７．３％いらっ

しゃるので、逆にこちらにフォーカスしていったほうがよいかと思います。経年比較を

見ると減ってしまってはいるものの、それでもなおコロナ禍の中にあっても全体で４１．

８％の前向きな方もいました。以上です。
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○石山部会長

ありがとうございます。してみたいと思っている人から広がっていくというのもある

と思いますので、プラスのほうから順番を回していくというのもいいと思います。あり

がとうございます。それではよろしいですかね。

では、続きまして、議題の２つ目、「令和４年度『中野区地域福祉計画』の進捗状況

について」事務局よりご説明をお願いできますでしょうか。

○中谷福祉推進課長

続きまして、私からまたご説明をさせていただきます。まず、資料２－１をご覧くだ

さい。「令和４年度『中野区地域福祉計画』の進捗状況について」ということで、令和３

年度から７年度の計画のうち、進捗管理のために計画に位置づけた主な取組の進捗状況

をまとめたものになっています。施策ごとに○、△、×の３段階で取組の所管のほうで

自己評価を行いましたところ、下段の表の、裏面まで続いており、８施策ございますが、

ほとんどの項目で○ということで「予定通り実施、または、予定を変更して実施した」

となっています。１カ所だけ△があって、施策２－１の道路のバリアフリー化について、

事業の調整に時間を要するということで予定どおり取り組んだ場合でも効果が低かった

と認められるということで△になっています。ほかは着実に取り組んでいる状況がうか

がえるということです。それ自体はいいですけれども、それだとなかなか今後どういっ

た計画にどういった取組を盛り込んでいくべきかという審議にあまり役に立たないので、

資料２－２のほうに、取組別に取組状況と今後の課題が書いてあります。たくさんござ

いますが、この中で介護・高齢部会に関係するところで、特に今後の課題の内容が具体

的な取組につながりそうなものを幾つか私のほうでピックアップしてご紹介したいと思

います。

まず、最初が１１ページですけれども、一番下の項目です。「就労や地域活動を通じ

た社会参加の促進」の項目の中で、高齢者の社会参加、場の創出、環境整備についての

内容ですけれども、取組状況としましては、生涯学習大学の卒業生を地域のことぶき会

や公益活動団体につなげたり、また、「シニアおしごと就職相談・面接会」や「生涯現役

社会推進事業セミナー」などを実施したとあります。今後の課題として、多様な活動の

場を紹介しコーディネートする区と中間支援組織の体制の構築が必要と。それから、下

段のほうですと、勤労意欲のある高齢者の方のニーズを捉えた事業者とのマッチングな

ど支援の仕組みを拡充していく必要があるとされています。

それから、少し飛んで１３ページをご覧ください。真ん中の「健康的な生活習慣の定

着支援と介護予防に取り組む意識の醸成」の項目のうちの３つ目です。１３ページの真

ん中の項目ですが、高齢者のセルフケアの推進についての取組としまして、歩行姿勢測

定会や地域の自主団体などに対して、リハビリテーション専門職による支援を行ったと

あります。

今後の課題として、長期化した自粛生活による身体状況などへの影響が懸念されるた

め、歩行姿勢測定会や通いの場などでの体力測定の実施などによって、虚弱化の早期発

見に取り組む必要があるとされています。

それから、少し飛んで１５ページをご覧ください。一番上の「地域における顔の見え

る関係づくりと見守り・支えあいの推進」という項目で、取組内容として見守り・支え

あい活動として、取組状況は、災害時個別避難支援計画書の作成などを進めたとありま

すが、今後の課題としまして、計画書を作成したときに、支援者のいない要支援者が２

１％ほども存在したとあります。支援者のいない要支援者に対する支援をより具体化さ

せるため関係各課、関係機関と支援の方策について整理していく必要があるとされてい

ます。
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それから、飛びまして、２１ページの上段をご覧ください。「支援を必要とする人・

家庭の早期発見」の項目で、上のほう、潜在的な要支援者の発見や孤立の防止について

の取組ですが、取組状況としては、民生委員の高齢者訪問調査や緊急連絡カードの作成、

アウトリーチチーム連絡会の開催、社協との情報共有、それから居住支援協議会との連

携、児童館職員の研修などをいろいろ行ってきた状況がございます。今後の課題として、

高齢者訪問調査は、民生委員の方の負担も大きいということで、対面調査の手法やより

効率的な調査方法に改善する必要があるとなっています。また、真ん中の下段のほう、

居住支援協議会での福祉的な役割を認識して、様々な住宅確保要配慮者に対応できるよ

う、会での連携の強化が必要とされています。

つづいて２２ページ、「避難行動要支援者への避難支援」、先ほど出てきた内容ですが、

災害時個別避難支援計画書を作成、避難行動要支援者名簿の更新が取組状況としてあり

ますが、今後の課題として、支援者のいない要支援者に対する支援について、町会、自

治会、地域防災会、民生・児童委員などと協力事業者が連携した見守り活動や効果的な

救護活動について体制を構築する必要があるとされています。

少し飛んで、最後に２５ページをご覧ください。真ん中、ＭＣＩ(軽度認知障害)の段

階から適切な相談支援が受けられる体制の整備の項目ですが、取組状況として物忘れ検

診事業を開始したとあります。今後の課題ですが、認知症の疑いがあると判定されたが

精密検査につながらなかった人への支援方法を検討する必要があるとされています。

幾つかピックアップしましたが、私からのご紹介とご説明は以上となります。先ほど

に引き続き、次回の計画に盛り込むべき内容、施策、取組など、その観点から今の課題

や問題点などについてぜひご意見いただければと思いますのでよろしくお願いいたしま

す。

○石山部会長

ご説明ありがとうございました。では、ただいまのご説明を受けまして、ご意見ご質

問等ございましたら頂戴してまいりたいと思います。いかがでしょうか。

○戸邉委員

１１ページで高齢者の就労の話があって、シルバー人材センターでも就労を希望する

方がいらしてシルバーへの働きかけとハローワークを通じて就労しているのと違うもの

ですから、戸惑う人が結構いるのですけれども、ここだと産業振興のほうでマッチング

する。これ６０代前半ぐらいまでだったらいけると思います。ただ６０代後半になった

り、７０代になってくると基本的にハローワークの口はほとんどなくなってしまいます。

シルバーでどうですかといっても、なかなか事務仕事ばかりやっていた方については、

児童の見守りとか広報誌配布とか駐輪場の管理みたいな肉体労働的なものは敬遠する傾

向がありまして、それでなかなか就労に結びつかないという実態があります。就労する

と、体を使っていれば健康維持にもなりますし、区内の同じような高齢者と仲間づくり

ができる。そうすると、さっきの高齢者会館の話とか、地域で話し相手とかいうのも、

その人を契機にちょっと広がっていく可能性も出てくるし、会社での就労でなく地域で

というところがこれでは見えない。その辺が少し今後の課題のところにあるといいかな

と思いました。

○石山部会長

貴重なご意見ありがとうございました。６０代後半７０代になるとなかなか作業とい

う観点からハローワークからは難しいと。健康づくり、仲間づくりという観点からも地

域で活動していくということは効果があるということでしたよね。先ほど高齢者会館の
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話でも、何度も今日出てくるのですけれども、先ほどの結果では「知り合いがいないか

ら」とありましたけれども、こんな形で、地域で仲間づくりができれば行ってみようか

なという話も出てくるのではないかと思います。

ありがとうございます。ほか、いかがでしょうか。

○高橋委員

２２ページの「避難行動要支援者への避難支援」の今後の課題のところで、支援者の

いない要支援者に対する支援について、町会その他云々、こういう協力体制を構築する

必要があるという、これはこれでいいのですが、今、各地の町会で脱退者が続出してい

るのですね。脱退者は２つあって、歳をとったから班長をやれないから脱退したいとい

うのが１つです。もう１つは、マンションやアパートに新たに入ってきた住民、そうい

う人たちが入ってくれないということ。それから、やっても班長くらいは交代でやるの

だけれども、役員になりたがらない。今、小中学校でＰＴＡをなくそうという運動が各

地にあると思うのですが、有名無実化しているのですね。空洞化している。町会も同じ

だと思います。町会等で協力体制を構築する必要があるという今後の課題の提案として

はいいのだけれども、その町会そのものが空洞化しているわけだから、これを何とかし

て活性化しないと意味ないだろうと。どうなのですか。よく分からないけれども、区役

所に町会を担当する部署というか町会を活性化していこうという部署はあるのですか。

○古本介護・高齢者支援課長

私どもの同じ部で地域支えあい推進部の中に、地域活動推進課というところがありま

して、町会、自治会、あと、民生委員とか地域の団体を担当する所管というのがござい

ます。

○高橋委員

それなりに活性化しようという活動をしているわけですか。

○古本介護・高齢者支援課長

担当のほうは町会の支援などをして、加入者を増やすような形で考えてやっておりま

す。

○菊池委員

それに関連して、先ほどのこちらの資料の２２ページに町会自治会活動の調査結果が

ありますけれども、５年ずっと連続ダウンで、最新のものが９．７％、１０％を切って

いるのですね。高橋委員がおっしゃるとおり、本当に大変厳しそうな気配がありますね。

○石山部会長

なかなかこの部会だけでは議論が尽くせないような関連のある課題が出てきている

かと思います。新しい方がなかなか入ってこないということなのですけれども、アパー

ト・マンションの方々に入りませんかというお声がけはされているのですか。ここでお

聞きしてもなかなか答えが出てこないと思うのですけれども。

○戸邉委員

アパート・マンションは建つときにまとめて町会に入るように町会の人が交渉に行き

ます。それなので、まとめて何世帯だったら何人分といってぱっと町会費を収めてしま

うというのが多いようです。個別個別に当たっているわけではない。
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○石山部会長

結構マンションやアパートが多いので、そういう意味ではなかなか町会の活動自体を

知らない区民の方々多いのではないかなと思いますね。なので、中野区の地域にいるの

だというここの帰属意識をつくっていくことが非常に重要だと思いますので、一時的に

いらっしゃるという数年住まわれる方が多いと思うので、その方々も孤立感とか孤独感

とか地域に知っている人いないと思いながら住んでいるかもしれないところがあります

ので、ちょっとここの部会とは離れますけれども、やはり見守りとか、そこに住んでい

る先ほどの高校生が徘徊している認知症の方を見つけてくれたというのも、やはりそこ

の地域に帰属している意識につながってくると思います。学生とかであれば地域の学校

に通うとなると思うのですけれども、お若い就労世帯ですとか、そういった方々がいか

に地域に帰属しているという意識を高めていくかということが、この介護・高齢部会に

も直結してくる話なので、高齢者のみをターゲットとして議論していくというよりも、

区民全体の意識というところを見ながらやっていく必要があろうかなと思います。あり

がとうございます。

○築田委員

今の話と、あと、高齢者の参加の場につながるなと思って発言したいと思うのですけ

ど、私が働いていたほかの自治体では、シルバー大学、今もこれから、町会とか、そう

いった地域の支え合いだけではかなり厳しいということがもう見えているので、新しい

公共ではないですけれども、中野区はそういう取組をしているのかを聞きたいのですけ

れど、結構シルバー大学みたいなのは割とはやりで、いろいろな自治体で区の事業とし

て大学で倫理シニアの講座を受講して、その受講した人たちが地域参加、自分たちが今

度関わっていくということを目的にして、私も包括としてそこに関わっていたのですけ

ど、最後合宿とかやったのですよね。終わったら、卒業したら自分は何をやりたいかと

いう、サロンを開きたいとかということを地域でやりたい。そういう構想とか、担い手

とかというのは何かやっていらしたりするのか聞いてみたいです。

○中谷福祉推進課長

直接の所管ではないので詳しくはないのですけれども、生涯学習大学というのがござ

いまして、その中で地域の担い手づくりにつながるような講座等をやっているかと。

○石山部会長

よろしいでしょうか。ありがとうございました。

海老澤委員、どうぞ。

○海老澤委員

１５ページのところの「地域における顔の見える関係づくり」というところで、町会

の活動、私も中野区民ですので、今回たまたま班長ということで会費を集めたりしてい

るのですけれども、アパートとかワンルーム系のマンションは管理人さんとかがいない

と全然話にならなくて、そういう活動に加わっていただけないと。あと、これはたまた

まなのですけど、民生委員の方と、隣の隣に住んでいる方は７５歳ぐらいなのですけれ

ども、どうしましたかねというところで、いろいろと個人情報の関係で名簿が今つくれ

ないので、すごく昔の２０年ぐらい前の電話番号通じますかねと言って通じなくて。大

体解約して今携帯とかにしてしまっていると。そういう新しい情報が更新されていなく

て。でも、たまたま中野駅でバスに乗っているときに、その人を３カ月ぐらい前に見か
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けたので多分生きていると思いますよとは言っておいたのですけど。やはりそういう意

味ではかなり地域の関わりが希薄になっていると思います。

それで、これは完全に個人的な話なのですが、私、今５８歳なのですけれども、２年

前に真隣に住んでいた小学校、中学校の同級生なのですけど、結果的に孤独死になって

しまいまして、やはり家族がいなくて、特に男だけというパターンですと、本当にたま

たま会社の帰りとかに会えば声がけはしていたのですけど、非常に本当に身近というか、

隣の家でそういうことが起こりましたので、ちょっとこれは身につまされた話だなと思

いました。以上です。

○石山部会長

ありがとうございます。個人的なお話とはおっしゃいましたけれども、こうしたこと

がこれから少ない時代ではなくなっていくかもしれませんので、考えていかなければな

らないと思います。ありがとうございます。

○丸本委員

２１ページの地域活動推進課の高齢者調査に関して対象者の実態を把握する上で重

要な調査となるが、民生委員への負担も大きいため、民生委員の意見を聞きながら、対

面調査の手法や、より効率的な調査方法に改善するとあるのですが、具体的な方法論と

かはあるのでしょうか。それというのも私も地域すこやか会議にも参加させていただい

ていて、アウトリーチの方、社協さんだったりとか、民生委員の方のやはりマンパワー

に頼ること、効率性を求めるべきではあると思うのですけれども、人と人が接しないと

駄目な部分もあると思うので、削れるところは削る。金銭面的なところ、費用対効果も

あるとは思うのですが、具体的にこういうふうに変えていく、ちょっと大まかな改善す

るにしても手法が見えないので、現在検討している方向性だとかがあればちょっとお伺

いしたいのですけれども。

○中谷福祉推進課長

直接の所管でなくて申し訳ないのですけれども、具体的な、今の段階でどういう手法

で改善するのかといった案ですとかは用意してございません。ただ検討課題のところに

上がっているぐらいなので、所管はもしかしたら何か案があるのかもしれないのですけ

れども、ちょっとその部分も含めて今のやり方を見直すことを検討しているということ

なので、明確な案を今お伝えできない状況です。

○石山部会長

ありがとうございました。よろしいですかね。

○西村委員

第１回を欠席しまして大変失礼いたしました。今、私は歯科医師会を代表してきてお

りますので、先ほどの１３ページの歩行姿勢測定システムを用いたところに関わって、

今、中野区歯科医師会が中野区さんと協力して、昨年までは元気アップセミナーの一環

として要支援・要介護であった方だけが参加できたシステムから独立させていただいて、

今年から「なかの・からだナビ！」といって、もちろん歯医者ですから、口の中を見る

とか、衛生士がブラッシングを指導するとかそれをするだけではなくて、柔道整復師会

の方に来ていただいて、運動、いわゆるロコモ予防とか様々なことをしたり、管理栄養

士さんに入ってもらって、コースがありますので、４回コースの中で定員１０名に増や

して日頃食べているものはどんなものですか、次回来たときにこういうものが足りませ



14

ん、こういうものを食べなさいということをやっているのですが、いかんせん周知が下

手でして、せっかく１０名に定員を増やして４回コースにしたのに、間もなく第１回が

始まっても、４人なのですね。それも、高齢者会館もタイアップして、今は中野区歯科

医師会の古い階段を上がっていただいて２階で講座をするのを、もう少し広くやってい

る姿を区民の皆さんが、そこに来ている区民の皆さんが見られるようになると、あれは

何だろうと言って参加するのではないかなというのが１つの提案と、先ほどの孤独死、

独居死。うちの患者さんですと、もちろん高齢の方もいましたし、そうでない方もいら

っしゃる。

ここで１つ提案は、私たち歯科医師は、今かかりつけ歯科医、かかりつけ医をすごく

推奨していて、定期検診に来てもらう。高齢の方ほど定期的に必ずいらっしゃるのです

ね。ところが、あんなにお元気だった方が急に来なくなる。お一人で住んでいる方は、

こちらから電話をしたり手紙を書いたりして、いかがですかとか、ぜひ我々医療機関も

そういったことでも中野区に使ってもらえたら、本当に個人情報の取扱いが一番難しい

ことをよく承知しているのですけれども、ただ人の命はもっと大切なものですから、お

役に立てることがあるのではないかなと感じさせていただきました。

○石山部会長

ありがとうございます。普及啓発というところについては、実際に行っている活動を

見てもらうような場に変えていくのですよね。なので、そのようなことのご提案。それ

から、かかりつけ歯科医、歯科医師会のほうからできることがありますということで、

個人情報保護の難しさはあるけれども、それ以上に大事な命を守るためにしていただけ

ることがあるということで、表明いただきました。ありがとうございます。

それでは、今日あと３つ残っておりますので、先に進めさせていただきたいと思いま

す。

続きまして、議題の３つ目となります。「令和４年度『中野区高齢者保健福祉計画・

第８期介護保険事業計画』の進捗状況について」事務局よりご説明をお願いできますで

しょうか。

○古本介護・高齢者支援課長

それでは、資料３－１と３－２でございます。こちらは現行の計画でございます高齢

者保健福祉計画・第８期介護保険事業計画の令和４年度の進捗状況についてご報告を行

うものでございまして、全体の資料は３－２のほうでございますが、そこで内容につい

て自己評価をしているのですけれども、○というのができたという評価ですけど、それ

以外のものについての理由を３－１のほうでまとめております。

まず、資料の３－１でございます。資料項目の１番「趣旨」でございまして、現行計

画の進捗管理をするために状況や実績を報告するというのが趣旨でございます。次に、

２番が具体的な進捗の状況でございまして、○と評価しているのが予定どおり実施して

いる、または、予定を変えて実施したものでございます。△印が、予定を変更しして実

施したが当初の計画よりも効果が低いと判断したもの、×印は実施をしなかったもので

ございます。評価の対象となる課題ですけれども、課題１から課題５までございまして、

課題に則した施策がそれぞれ２つから４つほど対応しております。このうちの課題１、

課題３、課題５については、全て○印となっておりまして、それ以外の課題２、課題４

のうち、△あるいは評価なしとしたものについてご説明をいたします。

課題２のところでございますけれども、「在宅医療と介護の連携」という課題でござ

いまして、施策１「在宅医療・介護連携体制の推進」というもののうち、⑤番の「介護

施設・在宅サービス等の『新たな介護需要増』への対応」についてというものでござい
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ます。こちらは令和４年度のうちに、特別養護老人ホームの新たな建設の誘導や整備が

なかったことから評価を△としております。

次のページに参ります。課題４のほうでございます。「いつまでも安心して暮らして

いけるための基盤整備」というものでございますけれども、これは施策１のうち②番の、

ちょっとややこしいですけれども、「地域密着型サービス拠点の整備」というのを△とし

ております。右側のところに△と記入しているものでございます。こちらは事業者の公

募を行いまして、実際に応募がございましたが、整備の誘導には至らなかったことから

△としております。また、③番の「要介護高齢者等に対するショートステイの充実」、課

題４の施策２のうち②と③、そして施策３の①につきましても、理由は同じなのですけ

れども、令和４年度中に新たな施設が整備されなかったことによりまして△としており

ます。また、施策３の②番「介護老人保健施設の整備」というものでございます。こち

らにつきましては、当面整備を見送るということで「評価なし」としております。

資料３－２のほうにつきましては、全ての評価項目について記載をしております。こ

の中でも幾つかご紹介をさせていただきますと、３－２のほうでございますけれども、

４ページのところをお開きいただきたいと思います。一番上のところです。先ほどもあ

りましたけど、「高齢者会館の機能充実」というところで、取組の内容が、高齢者の居場

所・活動の場、健康づくりの場などとして、高齢者会館の機能をさらに充実させる云々

とありますが、こちらは自己評価を○とさせていただきまして、地域包括支援センター

の相談会や健康測定会などを高齢者会館の事業に組み込むなど行っておりましたり、一

方で、町会をはじめとする地域団体との連携も深めております。高齢者会館の運営にお

いて、地域の高齢者の方が力を発揮できるように取り組んでいるということで○と評価

をしております。

少し飛びまして、６ページの真ん中より下のところですけれども、①高齢者の居場所

づくり・活動の支援とありまして、こちらも高齢者の先ほどの話とも関係しますが、高

齢者の居場所・活動の支援の場として、高齢者会館だけではなくて、区民活動センター

も利用していく。そこでは、町会、自治会、社会福祉協議会、シルバー人材センターな

ど様々なボランティア活動団体と連携をしまして、地域の高齢者の方々の健康づくり、

生きがい、就労等の活動を支援していくという取組内容で、自己評価は○としておりま

す。今言ったように、高齢者会館や区民活動センターなどにおきまして、様々な団体と

介護予防啓発事業などを行って来所のきっかけ、来ていただくきっかけの支援を行って

いるというものでございます。

少し飛びまして、２７ページに参ります。２７ページの一番上のところでございます

けれども、今度は先ほど介護保険制度の周知とありましたけど、介護保険制度の地域の

拠点というのは区内８カ所にあります地域包括支援センターですけれども、こちらで高

齢者の方が安心して自立生活が送れるように相談体制、相談サービスを提供していると

いうような取組項目で、自己評価は○とつけさせていただいております。地域包括支援

センターでは、昼間はもちろん電話相談等ができますけれども、２４時間電話対応でき

るように体制が整っておりまして、いろいろな緊急の相談対応にも対応できるようにな

っております。

また、地域包括支援センターではいろいろな職種の方が働いておられますけれども、

多職種向けの研修を行うとか、地域のケアマネジャーの方からの相談に応じるなど、地

域の課題に対して支援を行っているというところでございます。

さらに２９ページに参りまして、そこで先ほど介護人材の、例えば若い方が介護の仕

事をするとか、してみたいなということが先ほどありましたけれども、こちらの下の項

目では、介護人材の確保とか専門性のスキルアップや研修の体系化というような項目で

ございます。介護人材の裾野を広げると、介護の仕事の魅力とかやりがいについてよく
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周知していくというような取組内容でございまして、実際のところ、これはもう実際、

介護の仕事に就かれている方に対して長く定着していただくような支援の取組ですけれ

ども、介護サービスの担い手を養成すると、入門的な研修でやってみたいなという方を

対象とした研修とか、実際に介護の仕事をされている方に対して研修費用の助成などを

行っておりまして、これらのことについても評価をしたものでございます。

最後になりますが、３２ページでございます。学生に対する取組と先ほどありました

けれども、こちらの内容では、高校生も対象にして介護職についてのセミナーなどを開

催するなどして、介護の仕事についてのイメージの構築とか、このような仕事をしてい

るのだなとかいうことを区内の専門学校生や大学生に対して、裾野を広げていくような

取組でございます。こちらは令和４年度の自己評価のところでは、学生の方々が介護保

険制度の仕組みや介護予防事業について理解していただくように、パンフレットを大学

のほうに提供しているというところでございます。

ご説明については以上でございます。よろしくお願いします。

○石山部会長

ご説明ありがとうございました。では、ただいまのご説明に対してのご意見、ご質問

等ございましたらいただきたいと思いますが、いかがでしょうか。

宮原委員、お願いいたします。

○宮原委員

施設に関しては、前期の委員のときにも特別養護老人ホームなどはハードとかはもう

いいのかなということで意見させてもらったと思っていて、入所に関して何年待つ、何

百人待っていますよということは今現在ほとんどないので、箱物を誘致する必要はない

のかなと。それよりも先に、箱物をつくったけれども、人がいなくて半分開けられませ

んよということのほうが増えていますということでお話ししたので。最後のところでも、

高校生を対象に介護のセミナーを開催してもらったとありましたけれども、介護サービ

ス事業者連絡会をぜひ活用していただいたほうがいいのかなと思っていて、こういった

ことをやっていることを連絡会としては存じ上げなかったので、もうちょっと一緒にや

れたらいいかなと感じました。

以上です。

○石山部会長

ありがとうございます。施設の入所の状況については変わってきているので、納得し

ていますと。それから、ぜひその団体の、現に働いておられる方々をタイアップしなが

ら魅力を発信していただければと思います。ありがとうございます。ほかはいかがです

か。

○築田委員

これだけは言いたいということをいいでしょうか。２７ページ、地域包括支援センタ

ーの支援体制、夜間も含めた３６５日ということでやっていますけれども、包括はいろ

いろなところで出てくるように、いろいろな事業をかなり幅広くやっていて、介護予防

のところ然り、ケアマネ支援然りやっています。ただ、私も包括ができる前、在宅介護

支援センターの時代からこの仕事をしていますけれども、こんなにしんどくなってきた

のは初めてだなというぐらい、本当にしんどいという声が包括の会議の中でいつも出て

いて、予防プランの業務負担がかなり重いのですね。宮原委員もよくご存じのように、

ケアマネジャーのなり手が今、本当に減ってきていて、閉所する事業所さん、一人ケア
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マネさんが退職してその後の人員募集が本当にとれないのです。包括は、予防プランは

断れないので、全体数は増えていないのです。うちの包括でも４００件ぐらい。その中

の委託に出せない直で持っているプランの割合がどんどん増えていて、地域のケアマネ

ジャーさんに委託に持っていただくことがとっくに頭打ちなのですよね。５割、６割、

７割になってきました、直持ちプランが。となるとそこはどうしても対応しないといけ

ないので、どんどん負担が大きくなってきているのです。本当に皆さんいつもできるこ

とを考えてくださっているのですけど、どうしても包括は、プランにサービスが入って

いる方の規定の対応をしなければいけないのですけど、ライフラインが止まりそうだと

か虐待の通報だとかどうしてもそっちをすぐに対応しないといけないということで、サ

ービスが入って安定している方は、毎月のモニタリングとか、なかなかちょっとそこま

で本当に行かないというところは、本当に来年度の国の改正のことだけを待たず、ちょ

っと中野区としても本当にどうしていくのか考えていただきたいと切に願っています。

○石山部会長

悲痛にも似た声が聞こえてきました。事務局としてはいかがでしょうか。この場で即

答できること、できないことあると思いますけれども。

○河村地域包括ケア推進課長

包括支援センターの皆様の業務負担というのは、本当にあらゆるところから聞こえて

きておりまして、これは何とかしなければならないと区のほうでも認識をしております。

すぐできることとそうでないことがあるので、例えば来年度に反映できることは反映し

ていきたいと思っておりますし、また包括支援センターを１カ所増やすようなプランも

ありますので、そういったところも見据えて今後の体制について検討してまいりたいと

考えてございます。

○石山部会長

ありがとうございます。

○宮原委員

本当にケアマネジャーのなり手が今いなくて、募集してもどこも来ないという話をよ

く聞きます。主任ケアマネが１名いるのですけれども、その主任が辞めてしまうとその

事業所は閉鎖になってしまうので、主任を引き止めるために必死になったりとか、主任

が辞めてしまうから募集してあるけど来ないと。うちは３名いるのですけれども保険で

余分に入れています。その中でも予防プランはうちもいっぱいで受け入れられませんよ

ということでお断りしています。昔は包括から空いてますかという電話があったのです

が、最近は当事者の方からすごく電話がかかってきて、どこも受けてくれないのですと

いう本人からの声がすごく多くて、それでもうちはもういっぱいなので受け入れられま

せんとお断りするしかなくて。

予防プランは介護のプランよりも書類がすごく多く手間が多い。その割には報酬が３

分の１ということで、予防プラン自体を受けていない事業所もとても多いです。これ、

何回も包括から委託を受けるのですけれども、受けているにもかかわらず、１回１回書

類を発行するたびに、印鑑をもらいに行ってとか、何往復もしてやっと交付ができると

かという、すごく手間もあるし、書類も多いしということでうちは予防プランをやりま

せんよという事業所も多いので、そこの無駄を省いていただけるといいかなと思ってい

て、給付管理表なんかも居宅で受託してからつくるのですが、それを包括に持っていく

と全く同じものをもう１回つくるのですよね。全く無駄なことやっていると思うのです



18

よ、二重の書類をつくっていて、そんなことが多くてやはり受けたくないという事業所

も多いので、そこの負担感を減らすというところが必要かなと思います。

○石山部会長

国がやらなければいけないことと実際やれていることというのがありますので、それ

は全部出していくといいと思いますね。ただ、来年から指定介護予防支援事業所の申請

が居宅介護支援事業所でできるようになるのですが、そこについてはどうですか。

○宮原委員

同じ書類量だったら受けないですよね。

○石山部会長

そうですよね、書類量と単価とですよね。手間が同じだったらですよね。中野だけだ

と財源も厳しいですからね、国も。非常に厳しいと思います。予防プランはセルフプラ

ンがないのでそこもまた難しいところですね。

○築田委員

事業対象者が中野区はすごく手厚くていいと思うのですよ。利用者から見たらいろい

ろなものが活用できて、本当に元気なうちからいろいろなものが使えるのはいいと思う

のですけれども、デイサービスに事業対象者は２回までいけるのですよ。そうすると、

本当にピンピンしていて旅行に行ったりしている方がジムに行くより安いからって週２

回とか行く方がいるのですよ。それの調整に追われると、ちょっと違うかなと思います。

お隣の杉並区なんかは事業対象者の方は短期間の集中講座しか使えないのですね。そこ

がちょっと必要性と負担と業務効率を考えるとどうかなと現場ではとても感じています。

○石山部会長

ありがとうございます。今、予防の話が始まっているのですけれども、全体にちょっ

と目を向けてみて整理をしていく必要もあるのかと思います。ありがとうございます。

予防の件は非常に、そして地域包括の負担感というのも非常に大きいと思いますので、

基礎自治体としてできることと国のこととを分ける必要がありますけれども、かといっ

て今１点の介護予防支援だけにフォーカスするのではなくて、全体業務にフォーカスを

しながらやっていかないと本質的な議論ができないと思いますので、また別の議論の場

が必要かと思います。ほかの自治体でも私、委員長などさせていただいていますが、去

年度ぐらいから介護保険運営協議会で地域包括の業務のことやケアマネジャーの不足の

ことなどについても議題に出して話し合われているところもありますので、そろそろ平

場で話をしていくことであろうかと思っております。ありがとうございます。

ほか、いかがでしょうか。

○高橋委員

６ページの「高齢者の居場所づくり・活動の支援」に関連してですけれども、支援し

ますと書いてありますが、支援といっても金や物を出す必要はないと私は思います。そ

の代わりに、小グループで活動している人たちに区長の表彰状や感謝状を贈ること。ラ

ジオ体操でも囲碁・将棋でもカラオケでも何でもいいのでそういう居場所をつくってく

れている小グループに対して区長の表彰状か感謝状を毎年１０団体ぐらい、５年たてば

５０団体、１０年たてば１００団体くらい贈れるでしょう。そうすると、小グループが

活性化するのではないですか。支援というとすぐ金とか物とか予算があるとかないとか



19

言いますが、賞状をつくるのも多少は金かかるでしょうけど、私はそれをぜひやっても

らいたいと思います。

○石山部会長

ありがとうございます。お金をかけずに見ていますよということと、つながっている

という感覚が得られるような方向のご提案だったかと思います。ありがとうございます。

ほか、いかがですか。よろしいですかね。

それでは、次に進ませていただきたいと思います。議題の４つ目「令和４年度『高齢

福祉・介護保険サービス意向調査』の実施結果について」事務局よりご説明をお願いで

きますでしょうか。

○古本介護・高齢者支援課長

資料４でございます。こちらは昨年の１１月から１２月にかけて行いました、令和４

年度高齢者福祉・介護保険サービスの意向調査の実施結果の概要をまとめたものでござ

います。この調査の報告書につきましては、緑色の冊子のほうでお渡しをしているもの

でございます。資料４をご覧いただきたいと思います。資料４のほうでまとめておりま

す。

１番「目的」といたしまして、高齢者や要支援・要介護認定者の健康福祉・介護保険

サービスの利用の実態や今後のご利用の意向、そして、ケアマネジャーの実態や業務遂

行状況等を把握するということを目的として実施しております。

２番の「調査の概要」でございます。こちらの３つの調査からなっておりまして、１

つ目が６５歳以上の要介護認定者を除きます区民を対象としました高齢者調査。２つ目

が施設入所者を除く要支援１から要介護５までの認定を受けている区民を対象とした介

護サービス利用調査でございます。最後に、中野区や近隣区でケアプランを１０件以上

取り扱っておられます事業所のケアマネジャーを対象としたケアマネジャー調査という

項目の３種類でございます。

３番「調査期間」でございますが、令和４年１１月１５日から１２月６日まででござ

います。

次に４番「調査方法」でございますけれども、順に（１）と（２）が郵送による配布

と回収を行ったものでございまして、（３）のケアマネジャー調査が、郵送によって配布

をしまして、郵送またはインターネットで回答をいただいたものでございます。

次に５番「調査結果」でございます。前回調査をいたしました令和２年５月と比較を

しまして、変化が大きかった項目でございます。５点ほど記載をしております。１つ目

の○でございますけれども、ここ２週間、毎日の生活に充実感がない気がしましたかと

いうことで、「はい」とお答えになった方が前回よりも１２．６ポイント減少しておりま

す。２つ目の○、ここ２週間でこれまで楽しんでやれていたことが楽しめない気がした

かどうかというのが１７．３％で、前回よりも１５．７ポイント減少しております。こ

の２つの項目からは以前よりも生活に充実感を感じて楽しんで物事をやれるようになっ

てきた方が増えているということがうかがえるかと思います。

次に、裏面のほうに移りまして、３つ目の○でございます。介護とか介助が必要とな

った主な理由でございますけれども、「認知症（アルツハイマー病等）」が３６．７％で、

前回よりも４．５ポイント減少した一方で、「骨折・転倒」というのが２８．６％で、前

回よりも５．０ポイント増加をしております。次に、４つ目の○でございますけれども、

作成するケアプラン、これはケアマネジャーの関係ですけれども、作成するケアプラン

の件数について「もっと減らしたい」と思うという方が５７．２％でございまして、前

回よりも１１．４ポイント増加をした一方で、「現在の件数で十分」とお答えになったの
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が３９．９％で前回よりも７．３ポイント減少をしております。

最後の○でございますけれども、ケアマネジメントを行う際に特に対応に苦慮するケ

ースというのがあるのですけれども、「身寄りがいない」という方の場合が、７２．５％

で前回よりも１２．６ポイント増えております。また、「キーパーソンがいない」という

パターンが６４．５％で、こちらも前回より１３．１ポイント増加をしております。ケ

アマネジメントに関しましては、その４つ目のところでもっと減らしたいという事業所

が増えている。また、一方で、ケアマネジメントをする上で苦慮するケースについて「身

寄りがいない」ということとか「キーパーソンがいない」ということで苦慮されている

ケースが多いということが見受けられるかと思います。

ご説明は以上でございます。

○石山部会長

ありがとうございました。では、ただいまのご説明に対するご意見、ご質問を頂戴し

てまいりたいと思います。いかがでしょうか。

○宮原委員

ケアマネジャーなので、最後のほうの○×をお話ししたいなと思っていて。一応職員

の中でプラン数を減らしたいとは思っています。ただ、プラン数に関しては要介護の方

ではなくて要支援の方になります。書類が多くて、手間が多くて大変なので、予防プラ

ンを減らせばよいではないか、返せばよいではないかと言われるのですが、そのときに、

築田さんの顔が浮かぶのです。包括の関係上なかなか返したいと言えないということで

ズルズルと持っている方が多くて、そんなところに要介護の方のプランの要請が入って

くると、それも受けられなくなってしまって、本当に困っているというのはよくありま

す。

ケアマネジメントを行う際に苦慮するケース「身寄りがない」なのですけど、これは

ケアマネジメントだけではなくて、最近はマイナンバーカードの証明に関してもケアマ

ネが証明しろよというところまで言われていて、本来業務でないことまでさせられてい

る。ふだんのこういう書類申請も本人ができるように支援はしますけれども、何でもケ

アマネが書けとか代行しろとかというのは、もともと多かった中で最後の証明までしろ

と言われているので、本来業務以外が増えてしまっていて、キーパーソンとか身寄りが

いないとすごく大変だなということが最近とても多いです。

○石山部会長

宮原委員、ありがとうございました。数字に出てきていないその間の部分の実態とい

うのをおっしゃっていただけたと思います。ありがとうございます。

ほかはいかがでしょうか。

先ほどケアマネジャーの本来業務ではないところまでという期待がありましたけれ

ども、ケアマネジャーの本来業務は何なのだろうというところが実はそんなにはっきり

しているわけではなくて、私、国のほうの委員会にも大半入っているので、そちらのほ

うの話をすると、ケアマネジャーの不足感であるとか、あるいはケアマネジャーの業務

の煩雑さとか、そういったことを考えると、ケアマネの本来業務の範囲を示すしかない

かなという話になっています。そうでないと他職種とか地域の方々、とりあえずケアマ

ネとなって、全てがケアマネになっていってしまっているので、そこを示した上で個別

にどこまでここはやるかという判断をしていくようにしないと、結果やるというのは、

行うのは行ったとしても、行って当然とか期待感がかかるというだけで相当な負担にな

っていきますので、本来業務を示した上で個別に判断をしていって、やってくれたらあ
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りがとうねというのがあるだけでも随分また負担感が違ってくると思いますので、そん

なことは今、国のほうでは実は考えているところがあります。

ほか、いかがでしょうか。

○西村委員

私は８９歳の父が、同居ではないのですが２世帯住宅にしていて、ケアマネジャーさ

んたちに大変お世話になっているのですが、ここで言う身寄りはいるのですが、じゃあ

何か困ったときにケアマネジャーさんに聞いたらという区民の１人です。なぜか今おっ

しゃるように、ケアマネジャーさんってどういう仕事をしてくれるかというのが、実は

家族にもよく分かってなかったりして、たまたま少しは知っている私でさえもそのよう

な対応ですから、先ほどのちょっと前に戻りますが、例えば中野区は小学生とか職場体

験とかしているから、そこに積極的に、確かにラーメン屋さんとか面白いところをいっ

ぱいみんな希望するそうですけれども、今の現場で、これからまちで、地域で、必要な

ことなんだから、そういうのも取り入れて見学とか体験とかさせることはすごく重要で

すし、先ほど言った本来業務を最初の説明のときにきっちり示してもらったほうが、家

族としては、区民の１人としては分かりやすいのかなというのが実感で、ケアマネの皆

さんには大分お世話になっていることが改めて分かりました。

昼間はもちろん仕事していませんから、昼間、日中は父が１人でいて、ケアマネさん

の事業所がつくってくれたプランでいろいろやっています。介護１あたりなのですね。

でも、今、週に１回運動しに行くことをとっても楽しそうにしているのです。行くのを

最初嫌がった。「あんな年寄りの行くところ、やること」、８９歳で何が年寄りって言わ

ないのと家族だから言いました。でも、今そこでできたお友達とお茶を飲んだりするこ

とが楽しくなってきているので、ああいう偏屈なうちの父でもそこまで行くのであれば、

周知は大事だなというのを実感して、ぜひそこをお願いしたいと思います。個人的なこ

とで申し訳ありません。

○石山部会長

ありがとうございます。本当に１つのエピソードの中に区民の方々に共通することが

たくさんあると思いますので、教えていただきましてありがとうございます。

いかがですか。ご意見、ご質問ございませんか。よろしいですか。

○菊池委員

この調査結果のまとめの資料４にいろいろ挙げていただいている結果を見ながら、令

和２年の前回調査から見ると、好転しているものもいっぱいあるのだなというのを大変

感じました。コロナ中のネガティブなところから充実感があるとか、あるいは楽しんで

やれそうになっているとかいうのがある反面、転んだ人が増えているというあたりが、

転んでしかも要介護になっていくあたりが、やはりここが先程おっしゃった支援のとこ

ろの部分の充実が大事なところに差しかかっているにもかかわらず、そこがパンパンと

いうその苦しさが大変気になるなと感じている次第でございます。医療職ですので、現

場がやはり、大変機能低下をされている方が多いという実感をとてもひしひしと感じて

いますので、この後のビッグウェーブがとても怖いなという中で、介護のところは大変

重点課題であるのにそこがパンパンって大変なことだと。やはり総動員で何かいい手を

国、自治体、それぞれやれるところをしっかりやっていかなくてはいけないのだなと思

います。
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○丸本委員

今のところで気になったので。資料４の裏面の上のところで骨折、転倒は２８．６％

で前回より５ポイント増加したとあるのですが、これはアンケートによるもので、実際、

団塊の世代が７５歳から７８歳を迎えているぐらいだと思うので、それを加味してそう

なっているのか、フレイル化も含めてなっているのか、総数が増えているからそこが増

えているのかは把握したりとか調査等はかけてやってらっしゃいますか。

○古本介護・高齢者支援課長

この緑の冊子の１０１ページというのは過去の２０１７年度から２０２０年度、２０

２２年度の過去５年間、３年、２年ごとの資料ですけれども、転倒・骨折というのは上

から２番目のところにあります。今回いろいろな認知症とか衰弱とか脳卒中とか心臓病

とか幾つかあります。ここで前回と比較した場合に高くなっているところが、この骨折・

転倒なわけなのですけれども、これは丸本委員が言われたような、特に中野区の場合は、

若い世代が多くて、特に７０歳以上の方が前回と比べて増えているような状況にはない

のですけれども、仮に高齢化に伴い増えるのであれば他の項目も増えるかと思うのです

が、今回の調査では骨折・転倒が多くなっているという状況にございます。

○丸本委員

先ほど西村委員もおっしゃっていました歯科医師会さんと柔道整復師会と連動して

体操やらせていただいていますし、ちょうど今日から一般介護給付で体操を始めさせて

いただきました。だから、ますます拠点として弱らないように。そういうところの今回

は柔道整復師会に２カ所なのですけれども、幸い、うちは来ている患者さんに、歯科医

師会館でやるということで、来ている方に来ていただいたので３回やるのですけれども、

６月、１０月、１１月にやるのですが、定員６名で６月、１０月は全部埋まっています。

１人でやるのは大変です。そういう拠点をちょっと増やしていただくのとか、総数を減

らしていくのがいいのかなと思います。というので頑張って取り組んでいますのでよろ

しくお願いします。

○石山部会長

ぜひよろしくお願いいたします。ほか、いかがでしょうか。よろしいですかね。

それでは、最後の議題となります。議題の５つ目ですね。「介護保険制度の状況につ

いて」事務局よりご説明をお願いいたします。

○古本介護・高齢者支援課長

「介護保険制度の状況について」でございまして、こちら資料の５－１と５－２でご

ざいます。５－１が介護保険制度改正の国の検討状況をまとめたものでございます。国

に社会保障審議会というのがありまして、そこに介護保険部会というのがございます。

昨年の１２月２０日に介護保険制度の見直しに関する意見が取りまとめられてございま

す。この中では、はっきりと断定的な書き方をされていないところもありますけれども、

今後、制度改正が見込まれるものとしまして、１番として書いてございます。（１）訪問

や通所など複数の在宅サービスを組み合わせて提供する複合型サービス類型の新設の検

討。先ほど築田委員や宮原委員からお話もありましたけれども、（２）として介護予防支

援の指定対象を居宅介護支援事業所に拡大すること。こちらは地域包括ケアセンターの

業務の軽減を図るものと言われているところでございます。次に、（３）介護職員が行う

べき業務の切り分け、介護助手の活用促進等を検討すること。（４）としまして、介護サ

ービス事業所の財務状況の公表をすることというのが１番です。
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次が２番で、これは次期の計画に向けて結論を得るとされたものでございまして、利

用者の負担が２割となる一定以上の所得の場合の判断基準の見直し、また、老健施設等

の多床室の室料負担の導入については、令和５年度の夏までに結論を得るとなっており

ますが、ごく直近の話で夏まででなくもう少し先送りされそうだと聞いております。

次に３番でございますけれども、これは（１）と（２）とありまして、ケアマネジメ

ントへの利用者負担の導入というのがあります。こちらは現在ケアマネジメントには利

用者負担がないのですけれども、利用者負担を導入してはどうかというのが考え方とし

てありますけれども、こちらは次の次の期までの間に結論を出すとされております。同

じように（２）の軽度者、要介護１とか２の方の生活支援サービスの地域支援事業への

移行というのも、次の９期ではなくて、１０期までに結論を出すとされております。

続きまして、資料の５－２についてもご説明させていただきます。こちらは令和３年

度の中野区介護保険の運営状況につきましてまとめたものでございます。１番「中野区

の高齢者人口」でございますけれども、令和４年４月１日現在で６万７，５３２人でご

ざいまして、人口全体から見た比率では、２０．３％。前年の同月比では０．３％の減

ということでございます。

次に２番「第１号被保険者数」でございますけれども、６５歳以上の方ですけれども、

６万８，３４３人でございまして、こちら、高齢者人口との差が出ておりますけど、こ

ちらは制度的なことなのですが中野区外の施設にいらっしゃる「住所地特例」の方が一

定数いらっしゃることにより高齢者人口と差が生じているものでございます。

次に３番「第１号被保険者の要介護認定・要支援認定者数」は１万３，５１６人、前

年同月比では１．６％の増、認定率は１９．８％となってございます。

次に４番「介護サービスの利用」でございます。利用者数は１万１，７４０人でござ

いまして、認定者に対する利用者の割合が約８割で７９．４％。前年同月比では０．７

ポイントの減でございます。そのうち、居宅サービス利用者数は１万３１９人、利用者

の割合でいいますと６９．８％で、同じく０．１ポイントの減。そして、施設サービス

の利用者数ですけれども、こちらは１，４２１人で、利用者の割合は９．６％、同じく

前年同月比で０．６ポイントの減でございました。

そして、介護給付費のほうでございますけれども、こちらは約２０４億８００万円で

ございまして、前年度比で３．７％の増でございました。また、高額医療合算介護サー

ビス費は２，６４１件の支給件数でございまして、約１億２００万円となってございま

す。

次に５番「地域支援事業」でございます。こちらは要介護状態になることを予防する

ということが目的でございまして、介護が必要な状況、状態になっても地域で暮らして

いくことができるように様々な事業に取り組んでいるというところでございます。

次に６番「介護保険料」のほうでございますけれども、第８期の計画期間中の基準額

につきましては、年額で６万８，７１０円でございます。令和３年度の保険料収入額は

年間で約４７億６，５００万円、収入率は９６．２％となってございます。

次のページに参りまして、７番でございます。「介護サービス事業所」の数でござい

ます。年度末現在の事業所の数は、居宅サービスが３２９、地域密着型サービスが１０

０、また、施設サービスが１５となってございます。

次に８番でございます。「介護保険の円滑な利用のための各種施策」ですが、介護サ

ービスの質の向上を図るために、介護従事者の定着の支援や介護事業者向けの研修、実

地指導などを行ってございます。

最後に９番「介護保険制度の広報活動」でございます。こちらは区報やホームページ

を使いまして、各種制度の周知に努めております。また、介護の日の啓発事業といたし

まして、介護サービス事業者の活動を紹介するパネルやパンフレットの展示を行ったと
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ころでございます。

ご説明は以上でございます。よろしくお願いします。

○石山部会長

ご説明ありがとうございました。では、ただいまのご説明に対するご質問、ご意見頂

戴してまいりたいと思いますが、いかがでしょうか。

○高橋委員

質問です。３番の認定率というのは１９．８％というと２割ということですが、ほか

の８割は認定をされなかったという意味なのですか、認定率という意味がよく分からな

いのですが。それから、要介護と要支援では違うのではないかと思うのですが、その数

字は出ていますか。要介護が何％、要支援が何％。その辺をちょっと教えてください。

○古本介護・高齢者支援課長

こちらは両方合わせた数字でございまして、認定率１９．８％といいますのは、分母

が第１号被保険者数、６５歳以上の被保険者の方が約６万８，０００人いらっしゃいま

して、そのうち元気な方も大勢いらっしゃいますので、介護申請をして、要支援とか要

介護という認定を受けた人が約２０％おられたということでございます。

○高橋委員

別に８割がはねられたという意味ではないのですね。

○古本介護・高齢者支援課長

そういうことではございません。

○高橋委員

要介護と要支援の数字は出てないですか。１万３，５１６人のうちの要介護がどのぐ

らいで、要支援がどのぐらいという数字は出ていないですか。

○古本介護・高齢者支援課長

黄色い表紙のホチキスでとめた資料で６ページになります。６ページの下のところに

縦の棒グラフがありますけれども、これが、１万４，０００人くらい全体があって、そ

のうち要支援１、要支援２、要介護１から５までなっていまして、全体で事業対象者と

いう方もいらっしゃいますけれども、要支援１と要支援２を合わせると約４，６００人、

全体のうちで、それ以外の方は要介護１から５までとなります。

○高橋委員

９，０００人ぐらい。分かりました。

○石山部会長

ありがとうございました。ほか、いかがですか。

○宮原委員

今、認定が出たので、現場の声というのをお伝えしたいと思います。コロナが明けて

介護認定の自動延長が終了したことによって、中野区の場合は一気に申請、調査、審査

会となるのですけれども、有効期限が過ぎているにもかかわらず、審査会の日程すら決
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まっていないという事例がとても多く感じます。他区だと、コロナが終わったのですけ

れども、自動延長を半年間延長しますよとか、過去に自動延長を使っていない方は延長

しますよということを勧めているところもあるのですけれども、中野区の介護保険に聞

いたところ、一切考えていませんというお答えでした。

そんなことが起きていると、要支援２なのか、要介護１なのか、境目の方がいると、

プランとしては要支援のプランと要介護のプランと２種類つくらなければいけないので

すよね。その無駄な作業を２倍していかなければいけない。要支援だった場合、包括も

ケアしてもらわなければいけないので、一緒に行ってもらわなければいけない。すごく

手間がかかっていて、だから、他区では自動延長をさらに進めていますよと言っても、

一切考えていませんという回答になってしまって、ケアマネさんたちから、ケアマネ部

会の会長をしているので、かなり苦情が上がってきていて、何とか中野区のほうに言っ

てもらえないかというお話をよくいただくのですけど、なかなかうまく伝わらないこと

が多くて、せめて有効期間内に出してもらうとか、進むといいですけれども。当然、審

査会の人数も、委員の人数は決まっていますし、調査員も決まっているので、とても大

変だと思うので、だから延長をちょっと進めるという対応をしてもらうといいのかなと

感じています。

○石山部会長

ありがとうございます。これまた切実な声が上がってきております。ケアプランを減

らしたいと、さっきアンケートの結果でかなりの比率が出ていましたけれども、純粋に

円滑に業務が進んでいる中で受けられないというのと、さっき宮原委員から無駄な業務

ということがありました。つまり、制度上両方つくっておかなければならないけれども、

それはもし何かの工夫によってしなくてもいい業務にすることができるならば、その時

間をほかの本当に必要な、新規のご利用者とか、退院支援とかに持っていくほうが区民

にとっての利益になるのではないかと思います。様々な事情があると思うのですけれど

も、人はずっと減っていきます。増えることはないので、今以上にケアマネジャーが増

えるということは、もしかしたらないかもしれません。ということは、かなりドラステ

ィックにやり方を考えていかないと、区民の中に難民が生じるとか、あるいは、暫定で

どっちか分からないとなったときに、安心してサービス利用ができないというような、

介護保険被保険者の権利というところにかかってくると思いますので、ぜひご検討いた

だければと思います。私のお願いごとになってしまいました。よろしくお願いいたしま

す。

では、ほかいかがでしょうか。

○高橋委員

先ほどの認定率に関連しての質問ですが、第１号被保険者数に対して約２０％が認定

されているという中野区のケースですね、これはどうなのですか。ほかの区とか、東京

都全体とか、あるいは、日本全体の各県に比べて多いのですか、少ないのですか。ちょ

っとその辺が分ったらデータを教えてください。

○古本介護・高齢者支援課長

「介護保険の運営状況」という黄色い冊子の８ページのところを見ていただきますと、

全国の数と、東京都の数と、中野区の数が出てまいりますので、そこで比較できるよう

になっています。
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○高橋委員

概略を教えてください。全国で何％、東京都で何％だけでいいですから。大体でいい

です。

○古本介護・高齢者支援課長

中野区で１９．８％と申しましたけれども、全体で言いますと、全国が１９．２％で

す。東京都が２０．４％。ですから、中野区が東京都よりも低くて、全国よりも少し高

いところです。

○高橋委員

ほぼ同じということですね。分かりました。

○石山部会長

ありがとうございます。ほかはいかがですか。

○築田委員

物価高が続く中で費用負担が苦しいという声がじわじわ聞こえていて、利用者の負担

割合のところで、昨年まで働いていたから今はまだ２割で、医療保険も５年で６９歳に

なったりして３割で、体の具合が悪くなって、介護が必要になったのだけれども、負担

が高くて支払いが厳しいという方がちらほらいらっしゃるのですよね。最近、ライフラ

インや食費も上がったりして、食事を１食に減らしていますとか、そういう方に会うこ

とがぼちぼち出てくるようになるかなと感じています。包括から見えている状況を伝え

たいだけなのですけれども。

そのときにケアマネさんと何とか、この方８月１日に入れば、負担割合が下がるのだ

けれども、それまで１日１食しか食べていない状況で何とかならないかというようなこ

とで、５つぐらい該当すれば、負担限度額の認定の、負担割合を減らせる制度の相談を

したのですけれども、１個だけぎりぎり該当しないとか、そういったところでいろいろ

調べ尽くしたけど、負担軽減の対応ができなかったのですね。ちょっと包括、ケアマネ

にはお金の負担とかはどうにもできないということで、フードバンクの食事をちょっと

食べられるものを届けたりとか、そういうので何とか７月末までしのごうみたいなケー

スがあったりするのですけど、そういった物価高とかそういうことから見える状況とか、

それへの対応とか何かあれば伺ってみたいなと思いました。

○古本介護・高齢者支援課長

低所得者への支援というのは今、直接手元に資料がないのですけれども、区としてや

っておりまして、３万から５万ぐらいだと記憶しているのですが、低所得者の方への支

援は区として行ってございます。

○築田委員

今まである制度に加えて、収入が変わらないのに負担が多くなってという方が本当に

多くて、そのあたりでも介護保険の運営状況の中で見えていることがあるのかなと思い

ました。

○古本介護・高齢者支援課長

物価高に関しては、昨年度は介護サービス事業所を対象にした支援を行いまして、１

つは電気代やガス代の高騰に対する支援というのをまず行いまして、その後、食費に対
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する支援も行いました。食費のほうは特別養護老人ホームとか、通所サービスではお昼

ごはんなどを出しますけれども、そのようなところに対して支援は行いました。昨年の

状況で言いますと、本来、食費は自己負担だったりするのですが、なかなか食の値段が

上がっても、それを利用者の方へ転嫁できないというのでしょうか、値上げできないと

いう話を多く聞きましたので、区としましても事業者さんへの支援ということで昨年度

はそうさせていただきました。以上でございます。

○石山部会長

ありがとうございます。昨年度の状況のご説明でもありましたが、低所得者対策、そ

もそもあるものだけでは今、急激に起きている状況に耐えきれないところが出てきてい

ることをまず知っていただいて、その上で何か検討していただける余地があるのであれ

ばというような訴えで、要望であったかと思います。

日本が、ある意味、他国と比べて違っている国であると思うのですよね。物価がずっ

とほとんど変わらなかった。所得水準も上がってこなかったというのは、他国はずっと

上がり続けているので、物価がだんだん上がっていくのは他国にとって普通だったと思

いますが、日本はずっと変わらなかったので、ずっと変わらない前提で生活をしてきて

いたところ、今、急激に上がっていると。高齢者は特に所得が増えるわけではない中で、

どうするかという状況が起きてきているかと思います。

介護事業者については、先月介護事業の１１団体が岸田総理に要望を出されたという

ことですけれども、それは国のほうで行うことであるかと思いますが、区レベルでも何

か、もしお考えいただける余地があるのであれば、まずはこの現状を知っていただいて

というところから始めていただければと思います。

ありがとうございます。なかなか難しい問題ですぐに答えを出したり、お金を動かせ

るものではないと思いますが、まず知っていただきたいというところであろうかと思い

ます。ありがとうございます。

それでは、いいお時間になってきておりまして、よろしいですかね。議題の５につい

ては。

本日の議題、以上となりますけれども、全体を通じ、あるいは、今日の議題にないこ

とで何か委員の方々からご発言ございますでしょうか。よろしいでしょうか。

ありがとうございます。本当にたくさんのご意見をいただきまして、現場の生の声も、

区民の皆様方からのお声も、そして団体としてできますよというような表明もいただい

て、大変心強うございました。ありがとうございます。

それでは、最後に事務局から、事務連絡などお願いいたします。

○古本介護・高齢者支援課長

事務連絡１件お知らせします。本日、お車で来られている方は、駐車券をもしお持ち

でしたら、スタンプを押させていただきますので、終了後、事務局、私どものほうまで

お申し出をいただきたいと思います。以上でございます。

○石山部会長

ありがとうございます。

それでは、次回、第３回の介護・高齢部会は７月３日月曜日の予定でございますので、

どうぞ皆様、スケジュール帳にご予定を入れていただければと思います。７月３日月曜

日の１９時から２１時です。どうぞご予定くださいませ。それでは、以上をもちまして、

本日、第２回の介護・高齢部会を終了させていただきたいと思います。皆様、誠にあり

がとうございました。お疲れさまでございました。


